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今
年
で
二
年
目
を
迎
え
た
「
関
川
村
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
（
ふ
る
さ
と
納

税
）
」
に
、
大
勢
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
度
は
三
十
三
件
、
総
額
百
七
十
万
六
千

円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
三
十
三
件
の
内
、
約
半
数
の
方

か
ら
平
成
二
十
年
度
に
引
き
続
い
て
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
様
の
気
持
ち
を
無
駄
に
せ
ず
、
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
関
川
村
が
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
愛
さ

れ
る
村
で
い
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
今
後
と
も
関
川
村
に
対

す
る
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

＊
平
成
二
十
一
年
度
の
実
績
を
地

域
別
の
寄
附
状
況
と
使
途
別
の
寄

附
状
況
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

「
関
川
村
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
一
年
度
実
績 

�田舎のない私たちですが、皆さまの優

　しさに触れて本当の故郷のように思え

　てなりません。少しばかりですがご寄

　附させていただきます。 

�いつも新鮮なふるさと便ありがとうご

　ざいます。少しばかりですが有効に使

　っていただきたいと思います。 

�関川村とゆかりはありませんが、合併

　しないことが気に入ったし、関川村へ

　行ってみてますます気に入りました。

　今年も寄附させていただきます。 

※寄附件数と使途件数が合致しないのは、使途種別の申し込みが複数のためです。 

地域別の寄附状況 

使途別の寄附状況 

地域種別 寄附件数 寄附金額 割　合 

県　内 

新 潟 市 

222,000円 13.0％ 3件 
12,000円 0.7％ 1件 

村 上 市 200,000円 11.7％ 1件 
新発田市 10,000円 0.6％ 1件 

関　東 

神奈川県 

1,221,000円 71.6％ 26件 
50,000円 2.9％ 3件 

甲　信 

山 梨 県  

50,000円 2.9％ 1件 
50,000円 2.9％ 1件 

九　州 

合　　　計 

福 岡 県  

3,000円 0.2％ 1件 

1,706,000円 100.0％ 33件 
3,000円 0.2％ 1件 

東 京 都 1,083,000円 63.5％ 16件 
埼 玉 県 83,000円 4.9％ 6件 
千 葉 県 5,000円 0.3％ 1件 

関　西 

京 都 府 

210,000円 12.3％ 2件 
210,000円 12.3％ 2件 

人口減少抑制政策に関する事業 
　　　２件 40,000円 2.3％ 環境保全に関する事業 

　３件 42,000円 2.5％ 

教育振興に関する事業 
２件 230,000円 13.5％ 

福祉・医療に関する 
事業　５件 
83,000円 4.9％ 

村長におまかせ 
22件 1,311,000円 
76.8％ 

関川村への 
　　応援メッセージ 
関川村への 
　　応援メッセージ 
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◇
寄
附
の
方
法 

　
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
・

電
話
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
寄
附
金
の
納
入
は
皆
様

の
お
手
元
へ
書
類
が
届
い
て
か
ら

に
な
り
ま
す
。 

１．

郵
便
振
替 

２．

村
指
定
金
融
機
関
へ
の
振
込 

３．

現
金
書
留 

４．

役
場
へ
直
接
持
参 

◇
寄
附
金
を
納
入
し
た
後 

　
皆
様
か
ら
の
入
金
確
認
後
、
領

収
書
を
発
行
し
ま
す
。
領
収
書
は

寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

問い合わせ・申し込み先 
〒959-3292 
新潟県岩船郡関川村大字下関912 
関川村役場総務課企画財政班 
TEL 0254-64-1476　FAX 0254-64-0079 
E-mail:somu@vill.sekikawa.niigata.jp 

＊ふるさと納税制度は、村のホームページ
　でも詳しくご覧いただけます。 
http://www.vill.sekikawa.niigata.jp/

2010年 平田大六村長からのメッセージ 



新
成
人

新
成
人 

未
来
未
来
へ
大
き
く
は
ば
た
け

へ
大
き
く
は
ば
た
け 

　
今
年
の
成
人
式
は
、
八
月
十
五
日
、
村
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
該
当
者
は
一
九
八
九
年
度
生
ま
れ
（
平
成
元
年
度
）

の
七
十
二
人
。
男
性
が
三
十
九
人
、
女
性
が
三
十
三

人
。
こ
の
内
、
村
内
に
住
所
が
あ
る
方
は
五
十
五
人

で
す
。 

＊
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
成
人
者
名
簿
は
掲

　
載
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

「
関
川
村
で
は
」 

●
人
口
　
八
、四
一
六
人 

●
世
帯
数
　
二
、
〇
五
八
世
帯 

　
　
　
　
　
　
（
平
成
元
年
九
月
末
現
在
） 

●
広
報
無
線
の
本
格
運
用
を
開
始
。
広
報
せ

　
き
か
わ
本
紙
の
発
行
を
月
２
回
か
ら
１
回

　
に
変
更 

▽
「
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ

　
り
」
が
日
本
イ
ベ
ン
ト
大
賞
の
奨
励
賞
を

　
受
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
・
18
） 

▽
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
が
、
東
京
都
で
開

　
か
れ
た「
ふ
る
さ
と
東
京
ま
つ
り
」に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
・
22
） 

▽
新
野
容
介
村
長
急
逝
　
　
　
（
11
・
23
） 

▽
新
村
長
に
鈴
木
久
司
さ
ん
当
選 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
・
24
） 

 「
日
本
・
世
界
の
で
き
ご
と
」 

▽
消
費
税
３
％
開
始
　
　
　
　
（
４
・
１
） 

▽
プ
ロ
野
球
ロ
ッ
テ
の
村
田
兆
治
投
手
が 

　
二
〇
〇
勝
を
達
成
　
　
　
　
（
５
・
13
） 

▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｂ
Ｓ
放
送
開
始
　
（
６
・
１
） 

▽
宇
野
内
閣
が
成
立
　
　
　
　
（
６
・
２
） 

▽
中
国
天
安
門
事
件
　
　
　
　
（
４
・
４
） 

▽
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
死
去
　
　
（
６
・
24
） 

▽
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
大
地
震
（
７
・
17
） 

▽
第
十
五
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

　
与
野
党
が
逆
転
　
　
　
　
　
（
７
・
23
） 

新
成
人 

未
来
未
来
へ
大
き
く
は
ば
た
け

へ
大
き
く
は
ば
た
け 

関
川
村
長 

　

平
　
田
　
大
　
六 

　
新
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
と

な
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
、
心
か

ら
歓
迎
し
、
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。 

　
日
本
の
法
律
で
は
、
20
歳
を
区
切
り
と
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
き
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
も
重
要
な
も
の
の
ひ
と
つ

は
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
自
分
の
行
動
は
自

分
で
責
任
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

が
、
社
会
か
ら
み
た
「
お
と
な
」
と
「
子
ど

も
」
の
大
き
な
ち
が
い
で
す
。
こ
の
こ
と
を

き
っ
ち
り
と
自
覚
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
い
ま
日
本
は
、
大
き
な
問
題
を
か
か
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
外
国
と
の
関
係
や
、
国

内
で
は
高
齢
社
会
や
環
境
な
ど
、
さ
け
て
通

れ
な
い
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
を
乗
り
き
っ
て
ゆ
く
に
は
、
若
い
皆
さ
ん

の
英
知
が
必
要
で
す
。 

　
関
川
村
に
と
っ
て
も
、
同
じ
こ
と
が
い

え
ま
す
。
関
川
村
は
、
市
町
村
合
併
は
せ

ず
自
立
の
村
を
歩
み
つ
づ
け
て
七
年
目
を

む
か
え
て
い
ま
す
。
七
千
人
の
村
民
の
方 

々
が
こ
れ
を
ご
理
解
さ
れ
努
力
さ
れ
て
お

ら
れ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
成
人
の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ

と
も
ご
理
解
い
た
だ
き
、
村
の
こ
と
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
未
来
は
大
き
く

ひ
ら
か
れ
て
い
ま
す
。
村
も
国
も
、
皆
さ

ん
で
支
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
が
、
す
ぐ
き
ま
す
。
期
待
し
て
お
り
ま

す
。 

　
成
人
を
む
か
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
す
べ
て

が
、
こ
の
村
に
住
み
つ
づ
け
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
村
外
で
、
県
外
で
、
あ
る

い
は
海
外
で
活
躍
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
、
関
川
村
を
強
く

想
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
皆
さ
ん
が
想
い
、

自
ま
ん
で
き
る
こ
の
関
川
村
を
つ
く
っ
て

ゆ
く
た
め
に
、
力
を
か
し
て
く
だ
さ
い
。 

祝 祝 祝 祝 祝 村
を
想
う
若
い
力
を 
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み
ん
な
が
生
ま
れ
た

み
ん
な
が
生
ま
れ
た 

　
平
成
元
年
度

　
平
成
元
年
度 

　
　
　
　（
一
九
八
九
年
度
）

（
一
九
八
九
年
度
）は 

　
　
こ
ん
な
年
で
し
た

　
　
こ
ん
な
年
で
し
た 

み
ん
な
が
生
ま
れ
た 

　
平
成
元
年
度 

　
　（
一
九
八
九
年
度
）は 

　
　
こ
ん
な
年
で
し
た 
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二
十
歳

二
十
歳
の
誓
い
誓
い 

二
十
歳

二
十
歳
の
誓
い
誓
い 

 
▽
海
部
内
閣
が
成
立
　
　
　
　
（
８
・
10
） 

▽
天
皇
の
二
男
、
礼
宮
様
と
学
習
院
大
学
大

　
学
院
生
の
川
嶋
紀
子
さ
ん
の
婚
約
発
表 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
・
25
） 

▽
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
開
通
　
（
９
・
27
） 

▽
貴
花
田
、
史
上
最
年
少
17
歳
２
か
月
で
十

　
両
昇
進
決
定
　
　
　
　
　
　
（
９
・
27
） 

▽
横
綱
千
代
の
富
士
に
国
民
栄
誉
賞 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
・
29
） 

▽
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
　
　
　
（
11
・
９
） 

▽
米
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
と
ソ
連
ゴ
ル
バ
チ
ョ

　
フ
議
長
が
会
談
し
、
冷
戦
時
代
の
終
結
が

　
宣
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
・
２
） 

 「
こ
の
年
の
ヒ
ッ
ト
曲
」 

▽
川
の
流
れ
の
よ
う
に
（
美
空
ひ
ば
り
） 

▽D
iam
on
d
s

（
プ
リ
ン
セ
ス
・
プ
リ
ン
セ
ス
） 

▽
淋
し
い
熱
帯
魚
（W

in
k

） 

▽
世
界
で
い
ち
ば
ん
熱
い
夏 

　
　
　
　
　
　
　（
プ
リ
ン
セ
ス
・
プ
リ
ン
セ
ス
） 

▽
と
ん
ぼ
（
長
渕
　
剛
） 

 「
こ
の
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
」 

▽
新
　
語
―
金
賞 

　
　
　
「
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」 

▽
流
行
語
―
金
賞
「
オ
バ
タ
リ
ア
ン
」 

　
他
に
よ
く
使
わ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
… 

　
オ
タ
ク
・
リ
ゲ
イ
ン
・
ア
ッ
シ
ー
・
み
つ

　
ぐ
君
・
３
Ｋ
（
汚
い
、
き
つ
い
、
危
険
） 

 「
こ
の
年
の
ヒ
ッ
ト
商
品
」 

▽
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ 

▽
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ッ
ク 

▽
は
ち
み
つ
レ
モ
ン 

　
自
分
は
す
べ
て
の
こ
と
に
お
い
て
他
の
人

よ
り
優
れ
て
い
た
い
と
思
っ
て
き
た
。
こ
れ

は
二
十
年
間
生
き
て
み
る
と
、
無
理
だ
な
と

い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
き
た
。
あ
い
つ
に
は

ど
う
や
っ
て
も
勝
て
な
い
部
分
が
あ
る
、
な

ん
て
思
っ
た
り
す
る
。
で
も
所
々
は
そ
う
思

い
た
く
な
い
。
自
分
の
可
能
性
を
ま
だ
信
じ

て
い
る
。
自
分
と
い
う
も
の
を
規
定
し
て
は

い
け
な
い
。
エ
ゴ
イ
ス
ト
な
部
分
は
と
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
思
う
と
、

あ
あ
ま
だ
自
分
は
若
い
な
な
ん
て
思
う
け
れ

ど
、
そ
う
思
わ
な
く
な
っ
た
ら
自
分
が
自
分

で
な
く
な
る
気
も
す
る
。
ま
あ
結
局
の
と
こ

ろ
そ
れ
は
他
人
が
ど
う
こ
う
と
い
う
よ
り
も
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
行
動
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
決
ま
る
の
だ
け
れ
ど
も
。 

　
こ
の
度
、
私
も
成
人
と
い
う
大
き
な
節
目

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
高
校
卒
業

後
、
す
ぐ
に
就
職
し
社
会
人
と
な
り
早
三
年

目
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で

一
人
で
は
出
来
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
後

輩
も
ど
ん
ど
ん
増
え
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負

け
そ
う
に
な
っ
た
り
、
今
ま
で
た
く
さ
ん
辛

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
家
族
や
友
人
の

支
え
、
職
場
の
方
々
の
力
の
お
か
げ
も
あ
り
、

乗
り
越
え
て
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

　
実
家
暮
ら
し
で
、
親
に
全
て
の
こ
と
を
甘

え
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
花
嫁
修
業
も
兼
ね
て
、
家
事
の

手
伝
い
や
料
理
の
勉
強
も
少
し
ず
つ
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

平成元年度の新成人は、昭和43年度生まれの131人 
　　　　　　　　　　　　（男性60人・女性71人） 

二
十
歳
の
誓
い 

佐

藤

慎

哉
さ
ん（
朴
坂
） 

長
谷
川
早
苗
さ
ん（
荒
川
台
） 

実行委員 

船山雄大さん　平田　健さん　米山　皓さん

田中　花さん　伊藤千尋さん　新野桂子さん 

思い出に残る成人式にします 



　
第
二
十
三
回
「
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
」
は
、
八
月

二
十
七
日（
金
）か
ら
二
十
九
日（
日
）の
日
程
で
、
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
す
。 

　
二
十
七
日（
金
）の
灯
ろ
う
流
し
か
ら
始
ま
り
、
二
十
八
日（
土
）の
夜
は

花
火
大
会
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
ス
タ
ー
マ
イ
ン
と
尺
玉
の
大
連
発
が
今

年
も
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
二
十
九
日（
日
）に
は
、
約
四
百
人
の
担

ぎ
手
が
熱
く
練
り
歩
く
大
蛇
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。
ち
び
っ
子
た
ち

が
引
っ
張
る
小
大
蛇
も
見
も
の
で
す
。 

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
熱
く
な
れ
る
、
そ
れ
が
「
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大

し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
」。
皆
さ
ん
で
関
川
村
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

  

八
・
二
八
水
害
殉
難
者
供
養
祭 

●
と
こ
ろ
　
湯
沢
観
音
公
園 

●
と
　
き
　
10
時
か
ら 

安
全
祈
願
祭
・
ミ
ニ
大
蛇
パ
レ
ー
ド 

●
と
こ
ろ
　
お
り
の
の
碑（
蛇
喰
） 

●
と
　
き
　
17
時
30
分
か
ら 

灯
ろ
う
流
し 

●
と
こ
ろ
　
荒
川
高
瀬
河
原 

●
と
　
き
　
18
時
30
分
か
ら 

　
夜
の
荒
川
を
灯
ろ
う
が
彩
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
灯
ろ
う
を
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
？ 

  

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン 

●
と
こ
ろ
　
高
瀬
温
泉
街 

●
と
　
き
　
17
時
00
分
か
ら 

花
火
大
会 

●
と
こ
ろ
　
丸
山
大
橋
下
流 

●
と
　
き
　
19
時
か
ら 

大
盆
踊
り
大
会 

●
と
こ
ろ
　
高
瀬
ふ
る
さ
と
会
館

　
　
　
　
　
前
駐
車
場 

●
と
　
き
　
20
時
か
ら 

　
関
川
村
の
花
火
大
会
は
、
迫
力

が
あ
っ
て
と
て
も
優
雅
で
、
村
内

は
も
ち
ろ
ん
村
外
か
ら
の
見
物
客

も
多
数
訪
れ
ま
す
。
ス
タ
ー
マ
イ

ン
や
尺
玉
大
連
発
の
他
に
も
ナ
イ

ア
ガ
ラ
の
滝
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

花
火
が
夜
空
を
彩
り
ま
す
。 

  

大
蛇
パ
レ
ー
ド 

●
出
発
地
　
垂
水
の
里
（
湯
沢
） 

●
と
　
き
　
９
時
30
分
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
時
15
分 

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン 

●
と
こ
ろ
　
役
場
前
特
設
広
場 

●
と
　
き
　
10
時
30
分
か
ら 

龍
泉
太
鼓
披
露 

●
と
こ
ろ
　
役
場
前
特
設
ス
テ
ー
ジ 

●
と
　
き
　
大
蛇
パ
レ
ー
ド
終
了
後 

喜
っ
喜
大
会 

●
と
こ
ろ
　
役
場
前
特
設
ス
テ
ー
ジ 

●
と
　
き
　
大
蛇
パ
レ
ー
ド
終
了
後 

福
ま
き 

●
と
こ
ろ
　
役
場
前
特
設
広
場 

●
と
　
き
　
喜
っ
喜
大
会
終
了
後 

　
大
蛇
パ
レ
ー
ド
本
番
。
ヒ
ー
ロ

ー
は
担
ぎ
手
の
皆
さ
ん
で
す
。
気

合
い
を
入
れ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
威
風
堂
々
と
し
た
大
蛇

の
迫
力
を
た
く
さ
ん
の
方
に
見
て
、

感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。 

　
ま
た
、
大
蛇
パ
レ
ー
ド
終
了
後

に
行
わ
れ
る
喜
っ
喜
大
会
、
今
年

は
誰
が
勝
つ
の
で
し
ょ
う
？
皆
さ

ん
、
運
だ
め
し
に
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？ 

27
日（
金
） 

28
日（
土
） 

29
日（
日
） 
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　大蛇・小大蛇の担ぎ手を募集しています。申し込みは
各集落区長さんへ申し込みをお願いします。 
■大大蛇　中学生以上　■小大蛇　保育園児・小学生 
※小大蛇の担ぎ手のおみやげ引換券は、湯沢・高瀬温泉
　入り口・役場前の休憩所（１回目）で配布します。 
◆問い合わせ先　まつり実行委員会 
　（総務課　℡６４－１４７６） 

大蛇を担いで 
村民みんなで盛りあげましょう!!

担ぎ手 
大募集 

大蛇パレード 

花火の打ち上げ 

◆パレードコースの沿道への駐停車はご遠慮ください。 
◆パレード中は、係員の指示に従ってください。 
 
 
◆18時30分から花火終了まで、丸山大橋
　は立入禁止になります。 
◆道路上・温泉橋・川口橋上での見物は禁
　止します。（転落・交通事故防止のため） 
◆花火打ち上げ場所付近一帯は、立入禁止
　区域になりますので係員の指示に従って
　ください。そのほかにも交通規制があり
　ます。 

ご協力お願いします 

飲酒運転は祭り

であっても、も

ちろん禁止です。

楽しい祭りにな

るよう、ご協力

をお願いいたし

ます。 

湯沢 垂水の里 
9：30

高瀬 
温泉街 
9：55 
10：10 

（休憩15分） 

高瀬温泉 
入口 
10：25 
10：35 

（休憩10分） 

上関 
本村 
10：55 
11：05 

（休憩10分） 

役場前 

11：25 
11：40 

（休憩15分） 

役場前 

12：15

下関 
就業改善センター 

11：50 
12：00 

（休憩10分） 

STARTSTARTSTART

《担ぎ手専用バス》 
●行き 

村民会館　　8：30発 

女川地区ふるさと会館 
　　　　　　8：10発 
●帰り 

村民会館　14：00頃発 
（女川地区ふるさと会館まで） 

大蛇パレード 

GOALGOALGOAL

1.4㎞ 

0.9㎞ 

0.7㎞ 

0.9 
㎞ 

0.9 
㎞ 

0.7 
㎞ 

1.4㎞ 

0.9㎞ 

0.7㎞ 

0.9 
㎞ 

0.9 
㎞ 

熱い3日間が幕を開ける 熱い3日間が幕を開ける 

た
  い
 

じゃ 

0.7 
㎞ 
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村
内
で
は
春
以
降
、
泥
棒
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ

の
多
く
は
鍵
の
か
か
っ
て
い
な
い
住
宅
が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。 

　
先
日
行
わ
れ
た
村
上
大
祭
で
も
、
鍵
の
掛
か
っ
て
い
な
い
住
宅
に

泥
棒
が
入
る
と
い
っ
た
事
件
が
発
生
し
た
ば
か
り
で
す
。 

　
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
時
は
、
少
し
の
間
家
を

留
守
に
す
る
と
き
で
も
、
し
っ
か
り
戸
締
り
を
し
て
か
ら
出
掛
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

泥
棒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う 

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
戸
締
り
は
し
っ
か
り
と
！ 
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＊
―
平
成
八
年
十
月
か
ら
平
成
二

十
年
十
月
ま
で
十
二
年
間
、
教
育

委
員
と
し
て
、
こ
の
間
、
平
成
十

一
年
十
月
か
ら
平
成
二
十
年
十
月

ま
で
九
年
間
、
教
育
委
員
長
と
し

て
教
育
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
一
年
八
月
か
ら
歴

史
文
化
財
調
査
委
員
を
務
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

佐 藤 貞 治さん 
（朴坂・74歳） 

吉 田 　 享さん 
（下関・72歳） 

＊
―
平
成
九
年
八
月
か
ら
現
在
ま

で
十
二
年
十
一
か
月
間
、
民
生
児

童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

八 幡 ケ イさん 
（聞出・71歳） 

＊
―
平
成
九
年
八
月
か
ら
平
成
二

十
一
年
七
月
ま
で
十
二
年
間
、
農

業
委
員
と
し
て
、
こ
の
間
、
平
成

十
五
年
八
月
か
ら
平
成
二
十
年
三

月
ま
で
四
年
八
か
月
間
、
農
業
委

員
会
会
長
と
し
て
農
業
の
振
興
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

佐 藤 俊一郎さん 
（安角・64歳） 

＊
―
昭
和
五
十
四
年
四
月
か
ら
平

成
九
年
三
月
ま
で
十
九
年
間
、
温

泉
旅
館
組
合
副
組
合
長
と
し
て
、

ま
た
、
平
成
九
年
四
月
か
ら
平
成

二
十
二
年
三
月
ま
で
十
三
年
間
、

同
組
合
長
と
し
て
観
光
の
振
興
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

高 橋 辰 男さん 
（高瀬・73歳） 

教
育
文
化 

社
会
福
祉
・
産
業
振
興 

松 田 隆 栄さん 
（下関・69歳） 

交
通
安
全 

自治功労者表彰 永年の尽力と 
功績をたたえて 

　自治功労者表彰に16人の皆さんが選ばれました。 
　受賞されるのは、永年にわたり自治の発展や振興、教育・文化の向上、村民福祉の増進などに力を注
がれた個人や団体で、表彰は村が２年に一度行っています。 
　受賞者は、７月16日に開催された村長の諮問機関であるほう賞審査委員会で決定したもので、表彰式
は８月２日に村民会館で行われる予定です。 

＊
―
昭
和
五
十
二
年
四
月
か
ら
平

成
十
一
年
四
月
ま
で
二
十
二
年
間
、

村
史
編
さ
ん
委
員
と
し
て
、
ま
た
、

平
成
十
一
年
八
月
か
ら
平
成
二
十

一
年
七
月
ま
で
十
一
年
間
、
歴
史

文
化
財
調
査
委
員
と
し
て
、
教
育

文
化
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

＊
―
昭
和
四
十
八
年
四
月
か
ら
現

在
ま
で
三
十
七
年
間
、
村
上
地
区

交
通
安
全
協
会
関
川
支
部
役
員
と

し
て
、
こ
の
間
、
平
成
十
八
年
四

月
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
ま
で

四
年
間
、
中
央
支
会
長
と
し
て
、

ま
た
平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
は

副
支
部
長
と
し
て
交
通
安
全
の
向

上
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

＊
―
昭
和
六
十
二
年
八
月
か
ら
平

成
十
一
年
七
月
、
平
成
十
三
年
十

一
月
か
ら
現
在
ま
で
二
十
年
八
か

月
間
、
村
議
会
議
員
と
し
て
、
こ

の
間
、
平
成
十
五
年
八
月
か
ら
平

成
二
十
一
年
七
月
ま
で
六
年
間
、

議
長
と
し
て
村
政
発
展
に
寄
与
さ

れ
て
い
ま
す
。 

近 　 良 平さん 
（大島・51歳） 

議
会
議
員 
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＊
―
平
成
二
十
年
九
月
四
日
、
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
に
百
万
円
寄
付

さ
れ
、
村
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。 

山 田 　 清さん 
（村上市） 

感
謝
状
 

＊
―
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
六

日
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
に
三
十

万
円
寄
付
さ
れ
、
村
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。 

鈴
木
芳
江
さ
ん
（
下
関
） 

大
井
隆
子
さ
ん
（
さ
い
た
ま
市
） 

佐
藤
葉
子
さ
ん
（
新
発
田
市
） 

＊
―
三
名
の
皆
さ
ん
は
故
鈴
木
久

司
村
長
の
ご
遺
族
で
あ
り
、
平
成

二
十
一
年
十
一
月
、
村
の
社
会
福

祉
、
青
少
年
育
成
に
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
と
百
万
円
を
寄
付
さ
れ
、

村
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

坂 西 　 誠さん 
（東京都） 

＊
―
平
成
二
十
二
年
四
月
二
日
で
、

満
百
一
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。 

平 田 フ クさん 
（小見・101歳） 

＊
―
平
成
二
十
二
年
七
月
七
日
で
、

満
百
一
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。 

＊
―
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
五

日
で
、
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。 

大 島 サ クさん 
（湯沢・101歳） 

小 澤 タ メさん 
（平内新・100歳） 

故佐 藤 信 江さん 
（深沢・101歳） 

高
齢
者

 
＊
―
平
成
二
十
一
年
八
月
十
九
日

で
、
満
百
一
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。 

　
四
月
に
関
川
小
学
校
が
開
校
し
、

無
事
に
一
学
期
を
終
了
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ま

か
ら
様
々
な
面
で
ご
理
解
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
路
線
バ
ス
を

利
用
し
た
通
学
に
も
慣
れ
、
毎
日

元
気
に
登
校
す
る
姿
が
見
ら
れ
嬉

し
い
か
ぎ
り
で
す
。 

　
し
か
し
、
以
下
の
よ
う
な
心
配

な
こ
と
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。 

◆
バ
ス
停
で
待
機
す
る
ス
ペ
ー
ス

　
が
無
く
、
さ
ら
に
交
通
量
の
あ

　
る
道
路
な
の
で
飛
び
出
し
に
よ

　
る
事
故
が
心
配 

◆
役
場
や
村
民
会
館
前
で
バ
ス
を

　
待
っ
て
い
る
と
き
、
騒
い
だ
り
、

　
い
た
ず
ら
し
た
り
し
て
い
る
こ

　
と
が
あ
る 

◆
下
校
時
、
バ
ス
を
降
り
た
後
、

　
バ
ス
が
発
車
す
る
直
前
に
バ
ス

　
の
前
を
横
断
し
危
険 

 

　
学
校
で
も
「
バ
ス
の
き
ま
り
」

を
作
成
し
、
上
級
生
が
下
級
生
の

世
話
を
し
な
が
ら
安
全
に
通
学
で

き
る
よ
う
に
と
指
導
を
重
ね
て
き

ま
し
た
が
、
と
っ
さ
の
危
険
な
行

動
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
お

力
を
お
借
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
下
校
時
、
各
地
域
の
バ
ス

停
に
お
迎
え
に
来
て
い
た
だ
き
、

安
全
に
帰
れ
る
よ
う
に
見
守
っ
て

い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
下
関
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
、

学
校
か
ら
バ
ス
乗
り
場
（
役
場
・

公
民
館
）
ま
で
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
歩
い
て
行
き
、
乗
車
す
る
ま

で
見
守
っ
て
い
た
だ
け
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

　
安
全
な
バ
ス
通
学
の
た
め
、
見

守
り
隊
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

　
関
川
小
学
校
　
大
内
（
教
頭
） 

　
　
六
四
―
一
〇
〇
四 

安
全
な
バ
ス
通
学
の
た
め
に 

　
「
見
守
り
隊
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

関
川
小
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 



問い合わせ先 

　総務課　企画財政班　】  64－1476（総務課直通） 

地域活性化事業
を応援します！す！

 
地域活性化事業

を応援します！す！
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【補助事業名】　関川村むらづくり総合推進事業（地域力緊急対策分） 

【募 集 期 間】　平成22年8月2日（月）～平成22年9月15日（水）まで 

【募集対象者】　コミュニティ、集落、企業、任意団体、有志等 

　　　　　　　（当村に主たる活動拠点があること） 

【対 象 事 業】　地域の活性化に寄与する事業 

　　　　　　　（宗教・政治等を目的とするものは対象外） 

【補　助　金】　補助金総額　700万円　　補助率100％以内 

【交 付 期 間】　平成22年度～平成24年度（3年間） 

【採　　　択】　審査会を経て村長が決定 

皆さんのアイディアを活かして 
　　キラリと光る村をつくりませんか？ 

地域活性化事業
を応援します！

 

■趣 旨■ 
　関川村では、地域課題の解決や、地域活性化に取り組む皆さんを応援します。 
　この補助金は、皆さんの日ごろの思いやアイディアを活かして、次世代に誇れる豊か
　な村づくりを推進する取り組みに補助するものです。 

■その他■ 
　申請を希望する場合は、下記までお気軽にご相談ください。 
　申請書等は、役場総務課に備え付けています。また、村ホームペ
　ージからもダウンロードが可能です。 

■応募事業の流れ■ 

募
　
　
集 

書
類
審
査 

計
画
説
明
・
審
査
会 

交
付
決
定 

事
業
の
実
施 

実
績
報
告 

成
果
発
表 
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意思表示した内容について、医療機関等に知られたくないという被保険者 
のために、意思表示欄の保護シールも用意してあります。 

１　臓器移植について 

　　臓器移植は病気や事故によって臓器（心臓や肝臓など）が機能しなくなった方に、他の方の健康な

　臓器を移植して、機能を回復させる医療です。 

　　日本で臓器の移植希望登録をしている人はおよそ１万３千人います。しかし、臓器の提供が少なく、

　数多くの方が移植を待ちながら亡くなられています。 

　　日本で事故や病気によって亡くなる方は毎年およそ110万人いますが、その１％弱の方が脳死にな

　って亡くなると推定されています。自分が脳死となって最期を迎えたとき、誰かの命を救うことがで

　きます。 

　　私たち一人ひとりが、今、臓器提供について考え、家族と話し合い、自分の臓器提供に関する意思

　を表示しておくことが大切と考えています。 

Vol .２　臓器提供の意思表示について 

２　臓器提供意思表示シールの記入方法 

　　臓器提供意思表示シール（１人分） 

　臓器移植に関する法律の改正に伴い、移植医療に対する理解を

深めていただくことができるように、後期高齢者医療制度の被保

険者証に添付することができる「臓器提供意思表示シール」を住

民福祉課の窓口に用意しました。 

私は、脳死及び心臓が停止した死後のいずれでも、移植の為に臓器を提供します。 

《提供したくない臓器があれば臓器の名前に×をつけてください。》【心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球】 

【特記欄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】 

（署名）　　　　　　　　　　　　　（署名年月日）　　　　/　　　　　/

私は、心臓が停止した死後に限り、移植の為に臓器を提供します。 

《提供したくない臓器があれば臓器の名前に×をつけてください。》【腎臓・膵臓・眼球】 

【特記欄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】 

（署名）　　　　　　　　　　　　　（署名年月日）　　　　/　　　　　/

私は、臓器を提供しません。 

（署名）　　　　　　　　　　　　　（署名年月日）　　　　/　　　　　/

① 

② 

③ 

本人の署名及び署名年月日を自筆で記入してください。 

※上記①～③のうち、いずれかを選んで被保険者証裏面の備考欄に貼り付けてください。 

後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　住民福祉課福祉保険班　TEL　６４－１４７２ 

＊意思表示について 
　　どなたでも記入できますが、記入するかどうかは被保険者ご本人の判断によるものであり、 
　必ずしも意思表示欄に記入する必要はありません。 
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七
月
六
日
、
「
深
め
よ
う
　
絆

県
民
運
動
」
の
一
環
と
し
て
関
川

小
学
校
で
「
い
じ
め
０
夏
子
ど
も

集
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
会

に
は
全
校
児
童
の
他
に
保
護
者
も

多
数
参
加
。
こ
の
集
会
は
、
児
童

の
い
じ
め
根
絶
へ
の
意
識
高
揚
や
、

人
を
思
い
や
る
心
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
集
会
で
は
、
各
ク
ラ
ス
の
代
表

者
か
ら
い
じ
め
を
な
く
す
た

め
の
標
語
の
発
表
や
運
営
委

員
会
の
児
童
が
中
心
と
な
っ

た
劇
の
ほ
か
、
二
十
四
の
班

に
分
か
れ
て
、
友
達
に
な
ろ

う
ゲ
ー
ム
、
”ふ
わ
ふ
わ
“
こ

と
ば
探
し
を
行
い
ま
し
た
。 

　
”ふ
わ
ふ
わ
“
こ
と
ば
探

し
で
は
、
班
ご
と
に
分
か
れ
、

ハ
ー
ト
型
の
用
紙
に
「
あ
り

が
と
う
」「
一
緒
に
や
ろ
う
」

「
頑
張
れ
」
な
ど
み
ん
な
が

優
し
く
な
れ
る
言
葉
や
思
い

や
り
の
あ
る
言
葉
が
た
く
さ

ん
並
び
ま
し
た
。
班
は
一
年

生
か
ら
六
年
生
ま
で
各
学
年

の
児
童
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、

上
級
生
が
先
頭
に
立
っ
て
下

級
生
に
優
し
く
教
え
た
り
話
を
聞

い
た
り
す
る
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。 

　
川
村
三
千
男
校
長
は
「
会
場
が

み
ん
な
の
笑
顔
で
溢
れ
て
い
て
す

ば
ら
し
い
集
会
で
し
た
。
い
じ
め

を
生
ま
な
い
た
め
に
、
自
分
を
大

事
に
し
て
、
友
達
も
大
切
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。 

�
班
に
分
か
れ

”ふ
わ
ふ
わ
“
こ
と
ば
探
し 

郡
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会 

第
二
分
団
出
場
　
惜
し
く
も
三
位 

　
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
の
郡

市
大
会
が
六
月
二
十
七
日
、
村
上

市
神
林
地
区
パ
ル
パ
ー
ク
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
大
雨
の
影
響
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
最
悪

の
状
況
で
し
た
が
、
郡
市
内
の
各

消
防
団
の
代
表
が
出
場
し
、
日
々

の
訓
練
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

　
村
か
ら
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部
代

表
と
し
て
第
二
分
団
が
出
場
。
気

合
い
の
入
っ
た
素
晴
ら
し
い
ポ
ン

プ
操
法
を
披
露
し
、
三
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
県
大
会
へ

出
場
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

村
代
表
と
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

■
大
会
結
果 

―
小
型
ポ
ン
プ
の
部
― 

優
　
勝
　
神
林
方
面
隊
（
有
明
） 

準
優
勝
　
山
北
方
面
隊 

　
　
　
　
　
　
（
大
毎
・
大
沢
） 

第
３
位
　
関
川
村
消
防
団 

　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
分
団
） 

郡
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会 

◇第２分団選手紹介（敬称略） 

指揮者：小田　康裕（下川口） 
１番員：渡邉　　隆（上　関） 
２番員：石山竜太郎（下川口） 
３番員：渡�　浩之（上　関） 
補助員：伊藤　圭佑（上　関） 

参議院議員通常選挙結果　村の投票・開票結果（７月11日） 

■選挙当日の状況 ■開票結果（新潟県選出のみ掲載） 

 

当日有権者数 

投 票 者 数  

　有効投票数 

　無効投票数 

棄 権 者 数 

投　票　率  

候補者名 

中　原　八　一 

田　中　なおき 

笠　巻　けんや 

たけだ　勝　利 

こんどう 正 道 

安　中　　　聡 

党　派 

自由民主党 

民　主　党 

幸福実現党 

日本共産党 

無　所　属 

無　所　属 

得票数　 

1,675票 

1,650票 

47票 

103票 

341票 

91票 

新潟県選出議員 

5,667 

4,035 

3,907 

128 

1,632 

71.20%

比例代表選出議員 

5,667 

4,034 

3,808 

226 

1,633 

71.18%
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議
　
　
案 

補
正
予
算 

臨
時
会 

7／
15
議
会
の
動
き 

■
関
川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成

工
事
請
負
契
約
の
締
結 

▽
契
約
金
額 

　
　
　
　
七
千
四
百
五
十
五
万
円 

▽
契
約
業
者
　
　
　
　
㈱
渡
辺
組 

▽
工
期 

　
平
成
二
十
二
年
七
月
十
五
日
〜

　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日 

■
村
民
プ
ー
ル
建
設
（
建
築
）
工

事
変
更
請
負
契
約
の
締
結 

▽
変
更
契
約
金
額 

　
一
億
五
千
九
百
三
十
三
万
四
千

　
三
百
五
十
円
（
百
八
十
三
万
四

　
千
三
百
五
十
円
の
増
） 

▽
契
約
業
者
　
　
　
鈴
木
土
建
㈱ 

▽
工
期 

　
平
成
二
十
二
年
六
月
十
七
日
〜

　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
三
日 

■
平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算 

＊
―
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
費
用
に
四
百
六
十
万
円

を
計
上
。 

平成21年度決算をお知らせします（速報） 
　一般会計と特別会計、水道事業会計の決算がまとまりました。  
　一般会計では、関川小学校の建設事業などによって決算額が大きくなりました。差引額が多いのは、
国の経済対策交付金事業に必要な財源を平成22年度に繰り越すためです。  
　なお、この決算は、村議会９月定例会で認定に付される予定です。詳しくは、その後の広報せきか
わでお知らせします。 

各会計の決算状況 

水道事業会計  

国 民 健 康 保 険  

診 療 所  

老 人 保 健  

介 護 保 険  

後 期 高 齢 者 医 療  

村 有 温 泉  

宅 地 等 造 成  

簡 易 水 道  

公 共 下 水 道  

農 業 集 落 排 水  

59億6,532万円  

7億4,912万円  

1億2,406万円  

2,290万円  

7億9,126万円  

6,547万円  

622万円  

967万円  

4,471万円  

5億4,947万円  

1億1,627万円 

26.9% 

－6.2% 

3.8% 

－80.5% 

10.6% 

2.5% 

25.9% 

－33.8% 

－0.6% 

－14.3% 

15.0%

58億3,510万円  

7億3,628万円  

1億1,770万円  

2,234万円  

7億8,836万円  

6,213万円  

576万円  

704万円  

4,256万円  

5億3,078万円  

1億1,447万円 

1億3,022万円  

1,284万円  

636万円  

56万円  

290万円  

334万円  

46万円  

263万円  

215万円  

1,869万円  

180万円 

28.9% 

－4.0% 

4.7% 

－76.9% 

10.3% 

1.2% 

16.6% 

－1.0% 

3.5% 

－14.9% 

15.0%

9,782万円  

6,000万円 

－2.1% 

65.5%

9,761万円  

1億247万円 

21万円  

－4,247万円 

－0.3% 

39.8%

収 益 的 収 支   

資 本 的 収 支   

一　　　般　　会　　計 

特
　
別
　
会
　
計 

歳　　入　　　　前年度比　　　　歳　　出　　　　前年度比　　差引（翌年度繰越） 

収入（収益）　　前年度比　　　 支出（費用）　　 前年度比　　　　差　　引 

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 4,247万円は、過年度損益勘定留保資金で補てんしました。 

　
六
月
二
十
二
日
、
村
上
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
の
女
性
部
が
、
大

島
保
育
園
で
人
権
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。 

　
「
人
権
劇
場
」
は
紙
芝
居
と
人

形
劇
で
構
成
さ
れ
、
幼
児
期
か
ら

友
だ
ち
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
、

命
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
園
児
た
ち
は
、
紙
芝
居
や
人
形

劇
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が

「
人
権
劇
場
」
か
ら
優
し
さ
や
思

い
や
り
な
ど
、
何
か
大
切
な
こ
と

を
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
な
ら
嬉
し

く
思
い
ま
す
。 

　
村
内
の
交
通
死
亡
事
故
が
五
年

間
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
た

び
村
上
地
区
交
通
安
全
協
会
関
川

支
部
が
村
上
警
察
署
長
・
村
上
地

区
交
通
安
全
協
会
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。 

　
高
橋
八
男
支
部
長
は
「
村
民
一

人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
が
、
今
回
の
表
彰
に

結
び
つ
い
た
と
思
う
。
こ
れ
か
ら

も
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
続
く
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
気
持
ち

を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。 

５
年
間
交
通
死
亡
事
故
「
ゼ
ロ
」 

大
島
保
育
園
で 

「
人
権
劇
場
」 
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

歯 
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら 

１年間に歯科医院を受診しましたか？ 

《
パ
ー
ト
３
》 

30代 40代 50代 60代 70代 

30代 40代 50代 60代 70代 

男性 

女性 

　
現
在
、
五
月
に
実
施
し
た
特
定

健
診
の
結
果
説
明
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
健
診
結
果
は
い
か

が
で
し
た
か
？ 

　
健
診
は
、
病
気
の
発
見
だ
け
で

な
く
、
病
気
に
な
り
そ
う
な
箇
所

を
見
つ
け
つ
つ
日
常
生
活
の
改
善

点
も
見
つ
け
出
し
ま
す
。
健
診
を

受
け
る
だ
け
で
な
く
、
受
け
た
健

診
結
果
を
か
か
り
つ
け
医
や
保
健

師
・
栄
養
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
特
定
健
診
は
生
活
習
慣
病
の
前

段
階
で
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

を
発
見
す
る
た
め
の
検
査
が
中
心

で
、
メ
タ
ボ
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と

判
定
さ
れ
た
方
に
は
「
特
定
保
健

指
導
」
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。 

　
ご
案
内
し
た
方
に
は
保
健
師
や

栄
養
士
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
結
果

説
明
の
他
、
食
事
や
運
動
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
一
人
で
は
な
か
な
か
続
か
な
い

…
」
「
う
ち
は
家
系
だ
か
ら
…
」

な
ど
と
あ
き
ら
め
な
い
で
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

Ｑ

一
年
間
に
歯
科
医
院
を
受

　
診
し
ま
し
た
か
？ 

Ａ
約
半
数
の
方
が
歯
科
医
院
を

受
診
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

受
診
し
た
方
の
受
診
理
由
と
し
て

多
か
っ
た
の
は
三
十
〜
四
十
歳
代

は
「
何
ら
か
の
症
状
が
あ
っ
た
」、

六
十
〜
七
十
歳
代
は
「
治
療
し
た

歯
が
悪
い
」
で
し
た
。 

　
歯
科
健
診
は
健
康
へ
の
投
資
で

あ
り
、
む
し
歯
や
歯
周
病
に
な
ら

な
い
よ
う
に
定
期
的
に
健
診
を
受

け
て
お
け
ば
将
来
大
き
な
治
療
費

を
支
払
わ
な
く
て
す
み
ま
す
。
内

科
の
健
診
同
様
に
歯
科
健
診
も
半

年
〜
一
年
に
一
回
は
受
診
で
き
る

と
い
い
で
す
ね
。
村
の
歯
周
疾
患

検
診
も
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
現
在
村
で
は
歯
科
保
健
計
画
を

策
定
中
で
す
。
「
お
口
の
健
康
」

に
関
す
る
村
へ
の
ご
意
見
・
ご
要

望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
保
健
師
へ 

今
年
の
特
定
健
診 

　
結
果
は
い
か
が 

　
　
で
し
た
か
？ 

６
・
７
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
最
終
回
で
す 

　６月22日に行われた３歳児健診で、むし

歯が１本もなかった子どもたちに「ピッカピ

ッカ賞」が贈られました。 

　今回の健診対象者は14人で、むし歯ゼロの

子は８人でした。　　　（順不同・敬称略） 

�渡邉　心晴（ 沢 ）　�新保　優斗（上関） 

�伊藤　美桜（下関）　�須貝　�亜（高田） 

�三須　秀馬（下関）　�阿部　陽莉（湯沢） 

�五十嵐妃菜（上川口）�東　　颯人（下関） 

むし歯 0の子に 
　ピッカピッカ賞 

　こはる 

　み お 

しゅうま 

　ひ な 

ゆうと 

らいあ 

ひまり 

はやと 

ゼロ 

（％） 

0

20

40

60

80

100

はい いいえ 覚えていない 無回答 
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健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

新
・
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 

県
立
坂
町
病
院
　
小
児
科
　
石

塚

利

江

 

　
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
付
け

で
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は
皆
さ

ん
に
お
勧
め
す
べ
き
ワ
ク
チ
ン
に

戻
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
積
極
的
接

種
勧
奨
の
差
し
控
え
が
廃
止
さ
れ

た
た
め
で
、
公
費
（
無
料
）
で
接

種
で
き
ま
す
。 

　
三
歳
か
ら
七
歳
六
か
月
未
満
の

す
べ
て
の
子
ど
も
に
は
接
種
を
お

勧
め
し
ま
す
。
年
長
児
や
七
歳
六

か
月
未
満
の
小
学
生
は
急
い
で
接

種
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
旧
ワ
ク

チ
ン
で
一
期
を
途
中
ま
で
接
種
し

た
方
は
、
新
旧
ワ
ク
チ
ン
合
わ
せ

て
三
回
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は
、
通
常

三
歳
か
ら
接
種
を
開
始
し
、
初
回

免
疫
は
二
回
、
そ
の
後
、
一
年
後

に
追
加
免
疫
を
一
回
接
種
し
ま
す
。

　
七
歳
六
か
月
の
前
日
ま
で
公
費

で
接
種
で
き
ま
す
。 

　
年
長
児
は
、
誕
生
月
に
よ
り
三

回
目
の
接
種
が
七
歳
六
か
月
を
過

ぎ
て
し
ま
う
方
も
あ
り
ま
す
。
と

り
あ
え
ず
、
初
回
免
疫
を
早
め
に

受
け
始
め
ま
し
ょ
う
。 

　
七
歳
六
か
月
を
過
ぎ
た
方
は
、

村
か
ら
連
絡
が
来
る
ま
で
お
待
ち

く
だ
さ
い
。
定
期
接
種
の
年
齢
を

過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
救
済

措
置
に
よ
る
公
費
接
種
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
二
期
の
接

種
（
小
学
校
四
年
生
、
九
歳
か
ら

十
三
歳
）
に
は
、
制
度
上
ま
だ
新

ワ
ク
チ
ン
が
使
え
ま
せ
ん
。
も
う

し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

　
以
前
中
学
三
年
生
を
対
象
に
行

わ
れ
て
い
た
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

三
期
の
接
種
は
、
平
成
十
七
年
で

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。 

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。 

　
　
六
二
―
三
一
一
一 

　県内でつつが虫病の患者が発生して

います。山林・河川敷などに立ち入る

際や立ち入った後、次の事項を守れば

予防につながります。 

●肌の露出を避けるため、長袖、長ズ

　ボン、長靴、手袋などを着用する 

●草の上に腰をおろしたり寝転んだり

　しない 

●脱いだ上着やタオルなどを草の上に

　放置しない 

●できれば、皮膚の露出部にダニ忌避

　剤を塗布する 

●山林に立ち入った後は入浴し、体に

　付着しているおそれのあるつつが虫

　の幼虫を洗い落す 

 

　山林・草地などに立ち入った以降、

１～２週間経って発熱や発疹などの症

状が現れた場合は、速やかに医師の診

断を受けましょう。 

問い合わせ先 
　村上地域振興局健康福祉部 
　　(村上保健所) 
　TEL　５３－８３６８ 

つつが虫病に注意！ 

 

　
八
十
五
歳
以
上
の
四
人
に
一
人

の
割
合
で
認
知
症
の
症
状
を
有
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
い

つ
ま
で
も
暮
ら
し
続
け
た
い
の
は

誰
も
が
希
望
す
る
こ
と
で
す
が
、

認
知
症
の
症
状
は
、
そ
の
人
の
生

き
て
き
た
環
境
や
性
格
に
左
右
さ

れ
る
た
め
、
周
囲
が
理
解
で
き
な

い
よ
う
な
症
状
が
出
て
き
ま
す
。 

 【
症
状
の
例
】 

◆
被
害
妄
想
↓
記
憶
障
害
で
本
人

が
片
付
け
た
大
切
な
も
の
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
家

族
（
特
に
嫁
）
が
盗
っ
た
と
泥
棒

よ
ば
わ
り
す
る
行
動 

◆
徘
徊
↓
時
間
や
場
所
を
認
識
す

る
見
当
識
の
障
害
の
た
め
、
本
人

は
目
的
が
あ
り
自
宅
を
出
た
の
に

途
中
で
そ
の
目
的
や
場
所
が
わ
か

ら
な
く
な
り
、
迷
子
に
な
る
行
動 

 

　
高
齢
社
会
に
な
り
、
増
え
続
け

る
認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え
る

仕
組
み
と
し
て
、
村
で
も
平
成
二

十
年
か
ら
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

認
知
症
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
、

地
域
で
認
知
症
の
方
を
支
え
る
応

援
団
が
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

で
す
。 

　
村
で
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
講
師
役
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ

ト
が
、
地
域
や
職
場
、
中
学
生
な

ど
を
対
象
に
出
前
講
座
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。
講
座
に
参
加
さ
れ

た
方
か
ら
は
、
認
知
症
と
い
う
病

気
が
理
解
で
き
た
、
家
族
の
大
変

さ
が
わ
か
っ
た
、
地
域
で
暮
ら
し

て
い
る
認
知
症
の
人
に
声
を
か
け

た
い
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

　
一
人
で
も
多
く
の
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
が
増
え
る
こ
と
で
、
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
が
作
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

開
催
等
は
、
事
務
局
（
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

認
知
症
の
方
を 

　
地
域
で
応
援
す
る 

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」 
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みんなできてね！！ 

　　いよいよ夏本番です。日一日と暑さが増してきて、暑いのが苦手な方にはちょっと堪えるこの季

　節。そんなときはぜひ、図書室で涼をとりながらお気に入りの一冊をゆっくり楽しんでみては？ 

「ゆらゆらばしのうえで」 
きむらゆういち文　はたこうしろう絵　Eハ 

「半島へ、ふたたび」 
蓮池　薫　著　286ハ 

　一匹のうさぎがきつねに追われ、
丸太橋に駆け込んだ。もう少しで
捕まえられると、きつねが丸太に
飛び乗ったその時！丸太のうえで
２匹が…。 

　僕のなかの北朝鮮は、消し去ろ
うとしてもそう簡単に消し去るこ
とができない。拉致被害者である
著者が辛苦に満ちた24年の記憶
を綴った初めての手記。 

みんなできてね！！ 

22（日） 

７（土）29（日） 

―
全
国
大
会
出
場
選
手
― 

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

▽
細
野
　
愛
理
（
荒
川
高
校
３
年
・
下
関
） 

▽
松
田
　
瑞
紀
（
荒
川
高
校
３
年
・
上
関
） 

■
ゴ
ル
フ 

▽
瀬
賀
　
百
花
（
関
川
小
学
校
６
年
・
下
関
） 

―
北
信
越
大
会
出
場
選
手
― 

■
柔
道 

▽
伊
藤
奈
津
美
（
村
上
桜
ケ
丘
高
校
３
年
・
沼
） 

▽
佐
藤
　
健
世
（
東
京
学
館
新
潟
高
校
３
年
・
下
関
） 

▽
鈴
木
　
耀
太
（
新
潟
工
業
高
校
２
年
・
下
関
） 

▽
高
橋
　
　
慧
（
東
京
学
館
新
潟
高
校
１
年
・
大
石
） 

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

▽
佐
藤
　
　
玄
（
新
発
田
南
高
校
３
年
・
安
角
） 

▽
本
間
　
　
壮
（
新
発
田
南
高
校
３
年
・
大
島
） 

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

▽
近
　
友
里
恵
（
新
発
田
商
業
高
校
３
年
・
大
島
） 

▽
近
　
　
美
咲
（
新
発
田
商
業
高
校
２
年
・
辰
田
新
） 

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

▽
平
田
　
実
佳
（
荒
川
高
校
３
年
・
平
内
新
） 

―
北
信
越
柔
道
連
盟
強
化
指
定
選
手
― 

▽
小
池
　
陽
菜
（
関
川
小
学
校
６
年
・
下
関
） 

　
七
月
二
十
一
日
、
青
少
年
育
成
関
川
村
民

会
議
（
伝
信
男
会
長
）
は
「
が
ん
ば
れ
！
関

川
っ
子
」
を
村
民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
激
励
会
に
は
、
村
教
育
委
員
会
や
保
護
者

な
ど
関
係
者
約
三
十
人
が
出
席
。
全
国
大
会

や
北
信
越
大
会
に
出
場
す
る
選
手
に
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。 

も
っ
と
輝
け
　
そ
し
て 

　
　
　
　
も
っ
と
は
ば
た
け 

＊写真は激励会に出席された方のみ掲載しています。 

《
選
手
紹
介
》
　
　
　
＊
敬
称
略 

「
が
ん
ば
れ
！
関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！
関
川
っ
子
」 

「
が
ん
ば
れ
！
関
川
っ
子
」 



「フレッツ光」個別相談会を開催 
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須

貝

美

紅
さ
ん 

（
関
川
中
学
校
３
年
・
下
関
） 

　ソフトテニス部の部長として活躍された須貝美

紅さんに話を聞きました。 

―ソフトテニス部に入部した理由は？ 

　小学校４年生からスポ少でソフトテニスをして

いましたが、すごくテニスが下手でした。体験入

部のときに先輩の教え方が丁寧で分かりやすく、

「私でも上手く出来るようになるかも」「上手く

なって、こんな風に教えられるようになりたい」

と思って入部しました。 

―部長として大変だったことは？ 

　29人の部員をまとめることです。最初は全然

まとまらず、練習のメニューも一人で決められず

不安ばかりでした。部活に行きたくない時もあり

ましたが、前の部長さんにアドバイスをもらった

り、部員のみんなが協力してくれて良い部活にな

ったと思います。 

―ソフトテニス部での一番の思い出は？ 

　ダラダラしていて先生に怒られたこと、声が小

さくて輪になって話し合ったこと、変な話で盛り

上がったことなど色々なことがありました。でも

やっぱり最高の先生、最高の先輩、最高の後輩、

最高の仲間たちと泣いたり笑ったり怒ったりして、

最高のテニスをしてこれたことが一番の思い出で

す。 

―これからの目標を聞かせてください。 

　受験生なので、志望校に合格できるように受験

勉強を頑張りたいです。勉強も大切ですが、これ

から運動会などの行事がたくさんあります。学校

行事は「中学校生活最後の」という言葉が必ず付

きます。仲間との「絆」を深めて、楽しい思い出

をたくさん作っていきたいです。 

■
期
日
　
７
月
４
日 

■
会
場
　
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園 

■
結
果 

▽
優
　
勝
　
四
ケ
字
ド
リ
ー
ム
ス 

▽
準
優
勝
　
下
関 

▽
第
３
位
　
上
関
ブ
ル
ー
バ
ー
ド 

　
　
　
　
　
高
田
ホ
ー
ク
ス 

     

■
期
日
　
７
月
11
日 

■
会
場
　
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園 

■
結
果 

▽
優
　
勝
　
緑
町
３
丁
目
ソ
フ
ト 

 
 

　
　
　
　
　
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
　
　
　
（
新
発
田
市
） 

▽
準
優
勝
　
岩
船
イ
ー
グ
ル
ス 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
上
市
） 

▽
第
３
位
　
関
川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
愛
好
会
（
関
川
村
） 

     

■
期
日
　
６
月
27
日  

■
会
場
　
豊
栄
総
合
体
育
館  

■
成
績  

―
小
学
６
年
生
女
子
の
部 

　
45
㎏
超
級
―  

▽
第
３
位
　
小
池
　
陽
菜
（
下
関
）  

      

■
期
日
　
７
月
19
日 

■
会
場
　
サ
ン
コ
ー
72
カ
ン
ト
リ

　
　
　
　
ー
ク
ラ
ブ
（
群
馬
県
） 

■
成
績 

―
小
学
生
女
子
の
部
― 

▽
第
２
位
　
瀬
賀
　
百
花 

　
　
　
　
　
　
（
６
年
・
下
関
） 

※
全
国
大
会
（
栃
木
県
）
へ
出
場 

 

連
盟
会
長
杯 

　
　
野
球
大
会 

第
16
回 

教
育
委
員
長
杯 

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
　
　
　
　
大

会 

第
９
回 

全
国
小
学
生 

　
学
年
別
柔
道
大
会 

　
　
　
　
県
予
選
会 

タ
イ
ガ
ー
魔
法
瓶
カ
ッ
プ 

サ
マ
ー
ゴ
ル
フ 

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

　
　
　
シ
ッ
プ
関
東
大
会 

「フレッツ光」個別相談会を開催 

　村では、ＮＴＴ東日本が提供する「フレッツ光」サービ
スの加入に関する相談会を開催します。 
　これは、村が整備した光ファイバ網を使って提供される
予定の「フレッツ光」サービスに加入を考えている皆さん
の疑問を解消するためのものです。 
　具体的なサービス内容や導入費用、接続の手順等「フレ
ッツ光」の加入手続きまでの疑問点などを気軽に相談する
ことができます。 
　仮申し込みをいただいた村民の皆さんはもちろん、興味
のある方であれば、どなたでもご相談できますので、ぜひ
この機会にお越しください。 

相談会開催日程 
　　○村民会館会議室（図書室脇） 
　　　・８月21日（土）～22日（日） 
　　　・８月28日（土） 
　　　・９月４日（土）～５日（日） 

　　○女川地区ふるさと会館 
　　　・８月22日（日） 
　　相談時間は、いずれも午前10時～午後４時までです。 

■工事協力のお願い 
　事業は、必要な手続きを行いながら、工事に本格着手し
たところです。これから工事が本格化すると工事用車両の
往来も多くなります。また、電柱、電話柱への共架、添架
のため用地等のお願いをすることもあります。 
　村の情報通信の基盤を整備するためのものですので、ご
協力をお願いします。 

《問い合わせ先　総務課　企画財政班　　６４―１４７６》 
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《陸上大会》 

－男子－ 

�110ｍハードル 

③近　　聖太（宮前・２年） 

　　　　　　　　　記録　16秒07 

�走幅跳 

④野澤　和希（辰田新・３年） 

　　　　　　　　　記録　５ｍ56㎝ 

�走高跳 

④高井　和人（湯沢・３年） 

　　　　　　　　　記録　１ｍ45㎝ 

�三段跳 

③野澤　和希（辰田新・３年） 

　　　　　　　　　記録　11ｍ66㎝

　　　　　　　～以上県大会に出場～ 

�円盤投（県大会種目なし） 

③磯部　　晃（上関・３年） 

　　　　 記録　31ｍ91㎝　※大会新 

―女子― 

�走幅跳 

⑦近　　美里（辰田新・３年） 

　　　　　　　　　記録　４ｍ27㎝ 

�走高跳 

⑦山本　智夏（滝原・２年） 

　　　　　　　　　記録　１ｍ30㎝ 

�四種競技 

②安達ななえ（大石・３年） 

　　　　　　　　　記録　1,893点 

　　　　　　～以上県大会に出場～ 

 

 

 

 

 

《各種大会》 

�軟式野球　※県大会出場ならず 

�バスケットボール　※県大会出場ならず 

�バレーボール　※県大会出場ならず 

�ソフトテニス　※県大会出場ならず 

�剣道　※県大会出場ならず 

�柔道　男子団体　②※県大会出場 

　　　　女子団体　③※県大会出場 

　男子個人 

　60㎏級　①加藤　　聡（鮖谷・３年） 

　73㎏級　②高橋　　慎（大石・３年） 

　73㎏級　③佐藤　朋典（安角・３年） 

　90㎏超級③小池　一毅（下関・２年） 

　　　　　　　　～以上県大会出場～ 

　73㎏級　⑤加藤　裕一（鮖谷・２年） 

　女子個人 

　52㎏級　②須貝梨菜子（高田・３年） 

　57㎏級　①長谷川夏帆（下関・２年） 

　70㎏級　①佐藤　彩花（下関・３年） 

　70㎏超級②近　　千穂（上関・２年） 

　　　　　③五十嵐　優（湯沢・１年） 

　　　　　　　　～以上県大会出場～ 

下越中学校体育大会 
　　　　　　　　　　　　　＊○数字は順位・敬称略 

　今年の４月から、村上市岩船郡野球連盟に下関

クラブとして登録しました。 

　今までは、村の野球大会でしか活動していませ

んでしたが、関川村に連盟登録している野球チー

ムが無く、周りからの後押しもあり、下関のメン

バーを中心として立ち上げました。立ち上げるに

あたり、村内・村外からの野球好きの人たちも集

まり、大変活気づいています。今回出場した高松

宮杯軟式野球大会の二部では、郡市・下越予選を

勝ち進み県大会へ出場する事が出来ました。一回

戦で上越地区代表の太平洋BCに延長９回の末、

２対１で敗れてしまいましたが、今後の糧として

次の大会では県大会優勝を目指して頑張ります。 

　地域の皆様の応援よろしくお願いします。 

　　　　　　　　下関クラブ代表　石 田 幸 夫 

目指せ！県大会優勝 
村上市岩船郡野球連盟　下関クラブ 

　
梅
雨
が
明
け
、
夏
本
番
を
迎
え

た
七
月
十
八
日
、
土
沢
ふ
れ
あ
い

自
然
の
家
（
旧
土
沢
小
学
校
）
で

霧
出
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
霧
出
郷
の
住
民
約
二
百
人

が
参
加
。
チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
で

は
各
集
落
の
区
長
も
激
走
し
、
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
観
客
席
か

ら
は
「
も
っ
と
は
よ
、
走
れ
、
走

れ
」
と
夏
の
暑
さ
に
負
け
な
い
く

ら
い
の
熱
い
歓
声
が
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
包
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
運
動
会
に
は
、
夏
休
み
を
利
用

し
て
関
川
村
に
遊
び
に
来
て
い
た

元
・
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協

会
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
高
橋
学
さ
ん 

（
二
十
三
歳
・
東
京
都
）
も
参
加
。

高
橋
さ
ん
は
「
子
ど
も
が
た
く
さ

ん
参
加
し
て
い
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。
関
川
村
に
来
た
の
は
一
年
ぶ

り
で
す
が
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
霧
出
大
運
動
会
は
今
回
で
三
十

八
回
目
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

一
体
と
な
っ
て
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
る
姿
が
と
て
も
頼
も
し
く
映

り
ま
し
た
。 

霧
出
大
運
動
会 

暑
さ
も
吹
き
飛
ば
す
盛
り
上
が
り
！ 
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随
想
リ
レ
ー 

77

渡辺幸樹 先生 
（関川中学校　３年担任） 

９月１日号は、関川小学校の片平敏範先生に 

バトンタッチ！ 

　
自
分
が
中
学
生
だ
っ
た
頃
、
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
か
な
ぁ
と
思
い
出
し
て
み
ま
し
た
。 

　
今
か
ら
十
八
年
前
。
私
は
中
学
三
年
生
で
し

た
。
世
の
中
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

大
盛
り
上
が
り
。
受
験
勉
強
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
両
方
で
熱
い
夏
を
過
ご
し
た
記
憶
が
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
「
今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で
一
番

幸
せ
で
す
！
」
っ
て
セ
リ
フ
、
知
っ
て
い
ま
す

か
？
知
っ
て
い
る
方
は
先
輩
で
す
ね
。 

　「
今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で
一
番
幸
せ
で
す
！
」

と
ま
で
は
い
か
な
い
に
し
て
も
、
毎
日
の
生
活

の
中
で
「
あ
あ
、
幸
せ
だ
な
ぁ
」
と
感
じ
ら
れ

る
こ
と
は
結
構
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
… 

　
ポ
カ
ポ
カ
お
風
呂
↓
個
人
的
に
は
バ
ブ
を
入

れ
る
の
が
好
き
な
の
で
す
が
、
子
ど
も
が
小
さ

い
の
で
最
近
は
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ト
ホ
ホ
。 

　
ホ
カ
ホ
カ
ご
は
ん
↓
ご
は
ん
に
良
く
合
う
お

か
ず
と
い
え
ば
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
納

豆
？
シ
ャ
ケ
？
焼
き
肉
？
卵
か
け
ご
は
ん
？ 

　
キ
ン
キ
ン
ビ
ー
ル
↓
お
酒
は
た
し
な
む
程
度

で
す
が
、
暑
い
夏
は
ガ
ツ
ン
と
冷
え
た
ビ
ー
ル

が
お
い
し
い
で
す
。
お
酒
は
二
十
歳
か
ら
！ 

　
ブ
ン
ブ
ン
ド
ラ
イ
ブ
↓
聖
籠
町
に
住
ん
で
い

ま
す
。
通
勤
距
離
は
多
少
あ
り
ま
す
が
、
車
の

中
で
一
人
静
か
に
過
ご
す
時
間
は
格
別
で
す
。 

　
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
↓
こ
の
職
業
に
就
い
て
、
本

当
に
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
え
る
の
は
、
や
っ
ぱ

り
生
徒
た
ち
の
笑
顔
に
会
え
る
こ
と
で
す
。
笑

顔
の
数
に
出
会
え
た
分
、
自
分
も
成
長
し
て
い

る
な
ぁ
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

　
あ
あ
、
幸
せ
だ
な
ぁ
♪ 

 

投稿 　
伊
達
正
宗
が
仙
台
で
は
な
く
米

沢
生
ま
れ
、
と
い
う
こ
と
を
知
る

方
は
少
な
い
。
永
禄
十
年
（
一
五

六
七
年
）
に
誕
生
。
天
正
十
二
年

（
一
五
八
四
年
）
十
七
歳
で
家
督

を
相
続
。
天
正
十
九
年
、
転
封
で

岩
出
山
城
に
移
る
ま
で
の
二
十
四

年
間
を
米
沢
で
過
ご
し
た
。 

 

一
　
伊
達
氏
と
関
川
村 

　
米
沢
時
代
の
伊
達
氏
は
地
理
的

な
関
係
か
ら
、
越
後
、
特
に
関
川

と
の
か
か
わ
り
が
深
か
っ
た
。 

　
政
宗
の
曾
祖
父
・
稙
宗
は
大
里

峠
を
開
削
。
こ
れ
に
よ
っ
て
米
沢

街
道
（
米
沢
で
は
越
後
街
道
）
が

貫
通
す
る
。
街
道
整
備
の
目
的
は

い
く
つ
か
あ
っ
た
。 

　
第
一
は
、
産
物
の
交
流
の
利
便

を
図
る
経
済
的
理
由
。
米
沢
か
ら

米
・
青
芋
、
越
後
か
ら
塩
・
魚
な

ど
。
第
二
は
、
越
後
・
上
杉
氏
と

の
関
係
を
密
に
す
る
政
治
的
理
由
。

第
三
は
、
領
地
と
隣
接
す
る
越
後
・

阿
賀
北
と
の
勢
力
争
い
の
た
め
の

軍
事
的
理
由
。
い
ず
れ
も
関
川
は

重
要
な
中
継
地
で
あ
っ
た
。 

 

二
　
政
宗
の
小
田
原
参
陣 

　
豊
臣
秀
吉
は
天
下
統
一
を
目
指

し
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
年
）

大
軍
で
北
条
氏
の
小
田
原
城
を
包

囲
し
た
。
し
か
し
、
秀
吉
の
再
三

の
参
陣
命
令
に
も
政
宗
は
従
わ
な

い
。
よ
う
や
く
行
動
す
る
状
況
を

「
貞
山
治
家
記
録
」
（
政
宗
の
正

式
記
録
書
）
で
知
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 

政
宗
は
秀
吉
が
い
る
小
田
原
に
参

陣
す
る
。
供
を
す
る
の
は
片
倉
小

十
郎
以
下
百
騎
ほ
ど
。
政
宗
は
大

内
か
ら
会
津
城
に
引
き
返
す
。
さ

ら
に
米
沢
城
に
立
ち
寄
っ
た
後
、

小
国
通
り
か
ら
越
後
に
入
り
信
濃

を
経
由
し
て
小
田
原
に
向
か
う
。 

 

　
百
騎
も
の
政
宗
の
騎
馬
隊
が
米

沢
街
道
を
駆
け
抜
け
る
。
急
坂
は

馬
を
引
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の

響
き
は
迫
力
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

関
川
の
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
通
過

し
た
の
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、

渡
邉
邸
付
近
で
人
馬
を
休
め
た
の

か
も
知
れ
な
い
。 

　
こ
こ
で
気
に
な
る
こ
と
が
二
つ

あ
る
。 

　
第
一
は
、
小
田
原
参
陣
の
と
き
、

な
ぜ
遠
回
り
に
な
る
米
沢
街
道
経

由
の
道
を
選
ん
だ
の
か
。
「
治
家

記
録
」
に
よ
る
と
、
大
内
（
会
津

の
南
）
か
ら
更
に
南
下
し
よ
う
と

し
た
が
、 

 

関
東
に
あ
る
城
は
こ
と
ご
と
く
小

田
原
の
支
配
下
に
あ
る
た
め
に
伊

達
軍
は
そ
こ
を
通
れ
な
い
、
と
の

報
せ
が
あ
る
。 

こ
と
か
ら
大
迂
回
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

　
第
二
は
、
大
内
か
ら
小
田
原
ま

で
ど
の
経
路
を
た
ど
っ
た
か
。
会

津
城
を
五
月
九
日
に
出
発
し
て
米

沢
へ
。
米
沢
街
道
を
通
り
、
関
川

を
経
て
黒
川
へ
。
次
い
で
弥
彦
・

直
江
津
を
経
て
信
濃
へ
。
須
坂
・

上
田
・
佐
久
か
ら
甲
斐
の
韮
崎
・

甲
府
を
通
り
山
中
湖
畔
を
抜
け
て

六
月
五
日
に
小
田
原
到
着
。
所
要

日
数
二
十
六
日
。
つ
い
で
な
が
ら

秀
吉
謁
見
の
と
き
、
政
宗
は
髪
を

短
く
切
り
そ
ろ
え
、
白
麻
の
陣
羽

織
を
着
た
死
装
束
で
現
れ
た
と
い

う
逸
話
が
残
る
。 

 

政
宗
、関
川
通
る 

元
関
小
学
校
教
頭 

　
大

滝

友

和

 

た
ね
む
ね 

え
っ
け
ん 
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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・モモ缶　１缶　・プチトマト　適量 

・粉寒天　１本（４g）　・水　適量 

桃ゼリー 
　見た目も涼しげな桃ゼリー。夏休みに親子で

一緒に作ってみてはいかがですか？ 

①モモ缶は実と汁に分けておく。 

②モモは半分に切り、プチトマトは湯むきをして半

　分に切っておく。 

③粉寒天は大さじ１くらいの水に浸しておく。 

④缶汁と水を合わせて500ccにして煮立てる。甘味が

　足りなかったら砂糖を少々入れる。 

⑤④に③を入れてよく溶かし、ひと煮立ちさせる。 

⑥器に桃とプチトマトを入れ、④を流し入れ固める。

　（常温でも固まりますが、冷蔵庫で冷やすとより一

　層おいしくなります） 

 

77 （２人分） 

父
母
逝
き
て
幾
年
な
る
や
里
の
墓
地
　
　
　
　
　

須
貝
　
恵
美 

杉
の
樹
木
の
陰
り
寂
し
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
） 

テ
ラ
ス
に
は
朝
顔
ゴ
ー
ヤ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
　
　
　

佐
藤
　
庄
七 

水
を
涸
ら
す
な
追
肥
は
未
だ
か
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

新
し
き
小
学
校
の
作
り
た
る
日
陰
に
入
り
て
　
　

小
池
　
啓
子 

大
き
さ
を
知
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
） 

良
寛
の
手
植
え
の
菩
提
樹
枯
れ
枯
れ
て
　
　
　
　

渡
辺
千
恵
子 

た
ま
継
ぐ
ご
と
く
若
芽
も
え
出
ず
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
） 

畑
打
ち
の
鍬
に
当
た
り
し
冬
眠
の
蛙
持
ち
上
ぐ
　

山
口
　
藤
枝 

春
浅
き
日
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
辰
田
新
） 

短

　

歌 
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山
口
忠
吉
は
関
川
村
議
会
副
議
長

を
は
じ
め
、
関
川
村
農
業
委
員
会
委

員
、
関
川
村
土
地
改
良
区
理
事
長
な

ど
の
要
職
を
務
め
関
川
村
の
産
業
、

福
祉
、
文
化
の
向
上
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
。 

　
大
正
三
年
十
一
月
十
七
日
関
川
村

土
沢
に
山
口
長
五
郎
の
二
男
と
し
て

生
れ
た
。
昭
和
六
年
三
月
関
谷
村
立

関
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
。

昭
和
四
十
二
年
八
月
に
衆
望
を
担
っ

て
関
川
村
議
会
議
員
に
就
任
。
以
来

昭
和
六
十
二
年
七
月
ま
で
の
間
五
期

二
十
年
の
永
き
に
わ
た
り
活
躍
。 

　
特
に
昭
和
四
十
六
年
文
教
常
任
委

員
会
副
委
員
長
に
就
任
。
金
丸
小
学

校
改
築
事
業
や
関
谷
中
学
校
改
築
事

業
を
は
じ
め
教
員
住
宅
整
備
、
地
区

プ
ー
ル
の
整
備
な
ど
村
の
文
教
施
設

整
備
に
力
を
尽
く
し
た
。 

　
ま
た
昭
和
五
十
八
年
八
月
か
ら
二

年
間
産
業
経
済
常
任
委
員
会
副
委
員

長
を
務
め
た
。
当
時
は
関
川
村
の
第

二
期
山
村
振
興
や
第
二
期
準
過
疎
地

域
総
合
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
た
時

期
で
、
山
口
忠
吉
は
そ
の
策
定
に
深

く
関
わ
り
、
村
の
施
設
整
備
に
寄
与

し
た
。
昭
和
五
十
一
年
は
冷
害
と
台

風
十
七
号
の
影
響
で
農
作
物
に
多
大

な
被
害
が
で
た
が
、
副
委
員
長
と
し

て
被
害
の
把
握
に
努
め
、
近
代
化
資

金
の
延
納
や
共
済
金
の
早
期
支
払
い

に
努
め
る
よ
う
要
請
を
行
っ
た
。 

　
昭
和
五
十
五
年
十
月
四
日
か
ら
昭

和
六
十
二
年
七
月
三
十
一
日
の
間
に

三
度
に
わ
た
り
、
そ
の
公
平
無
私
の

性
格
が
買
わ
れ
副
議
長
に
選
任
さ
れ

た
。
こ
の
間
畜
産
公
害
問
題
に
起
因

し
て
進
め
ら
れ
た
畜
産
団
地
の
建
設
、

関
川
バ
イ
パ
ス
の
事
業
推
進
や
大
石

ダ
ム
湖
畔
県
民
休
養
地
の
事
業
推
進

に
尽
力
し
た
ほ
か
、
い
で
湯
の
関
川

ふ
る
里
会
設
立
や
首
都
圏
関
川
村
人

会
設
立
な
ど
都
市
と
の
交
流
事
業
の

推
進
に
も
尽
力
し
た
。
ま
た
半
導
体

製
造
関
連
工
場
で
あ
る
関
川
東
芝
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
㈱
や
わ
か
ぶ
な
高
原
ス

キ
ー
場
の
誘
致
に
お
い
て
は
村
執
行

部
と
協
力
し
て
成
功
に
導
き
村
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。 

　
議
員
以
外
の
功
績
と
し
て
昭
和
三

十
六
年
か
ら
九
年
間
関
川
村
農
業
委

員
会
委
員
と
し
て
の
職
責
を
全
う
し

た
。
そ
し
て
昭
和
五
十
年
四
月
か
ら

十
六
年
間
関
川
村
土
地
改
良
区
理
事

を
務
め
、
う
ち
昭
和
五
十
七
年
十
二

月
か
ら
八
年
三
ヶ
月
理
事
長
を
歴
任

し
、
大
堰
用
水
路
の
改
修
事
業
を
実

施
。
下
関
、
上
関
地
区
の
農
業
用
水

の
安
定
確
保
を
図
っ
た
。
そ
の
功
績

は
大
き
い
。
ま
た
昭
和
四
十
九
年
一

月
か
ら
九
年
間
上
土
沢
集
落
の
総
代

を
務
め
、
住
民
の
要
望
・
意
見
を
取

り
ま
と
め
適
切
な
指
導
を
行
う
と
共

に
、
村
内
で
初
め
て
の
郷
単
位
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
「
霧
出
郷
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
を
立
ち
上
げ
た
。
平
成
十

四
年
十
二
月
一
日
勲
六
等
単
光
旭
日

章
を
受
章
。
平
成
二
十
年
一
月
二
十

三
日
九
十
三
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。 

○
山
口
家
の
系
図 

　
先
祖
…
倉
五
郎
―
長
五
郎 

　
　
　
　
　
　
　
　
忠
吉
―
新
一 

山 口 忠 吉  

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 
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在
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戻
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梅雨時の雪割草栽培 

　雪割草の栽培で一番難しいのは６～７月の梅雨

時から、８～９月の高温期にかけてです。この時

期をうまく過ごせば、雪割草の栽培は80％うま

くいきます。まず梅雨時ですが、他の植物は梅雨

時に水分を吸い上げて大きく育ちますが、雪割草

は水分の吸収を控えて、夏眠期に入ります。この

時期の多湿は禁物で、ハウス内なら葉が黄ばんで

やがて枯れていきます。屋外で長雨に当たると葉

に黒点が出て、炭素病が発生し、こちらも同様に

枯れていきます。では、自然界の雪

割草はどうしているかというと、自

生地の雪割草は斜面に生息していて、

長雨は斜面を伝わり土中にあまり浸

透しません。過湿となる平地にはほ

とんど生息できないのです。地植え

するなら斜面を利用すると良いでし

ょう。ハウス内なら自然環境を考慮

した水やりを行って、厳しい夏場を

乗り越える体力を維持させることが、

その後の暑さを乗り切るコツとなり

ます。 

◆六聖園（富樫幸子・上関） 

寛　太ちゃん（５歳） 

かん　　 た 

　山本のおばあちゃん、けんちゃん、あきちゃん…。いろんな人にかわ

いがってもらってここまで大きくなりました。保育園が大好きで、毎日

楽しそうに通っています。将来は、野球？剣道？それともサッカー？ 

　関川村の人と自然に育ててもらい、感謝しています！！ 

●６月16日～７月15日までの届出● 

平成22年６月末現在　（　）は前月対比 

世 帯 数　　2,056世帯（＋０） 
総 人 口　　6,722 人（－８） 
　 男 　　　3,207 人（－３） 
　 女 　　　3,515 人（－５） 

転入　５人　　転出　８人 

出生　５人　　死亡　10人 （　　　　　　　　） 

す えな がくお 幸 せ に  

ごめい福をお祈りいたします 
松田　　稔　さん　　53歳　　山　本 

桐生　キイ　さん　　88歳　　下　関 

近　ウシノ　さん　　84歳　　大　島 

小池　キヨ　さん　　78歳　　下　関 

佐伯　イシ　さん　　85歳　　上土沢 

五十嵐ミチ　さん　　82歳　　上川口 

川村　幸恵　さん　　 －　　　下　関 

大沼　　進　さん　　76歳　　上土沢 

余語　芳三　さん　　78歳　　深　沢 

阿部　金雄　さん　　90歳　　金　丸 

お誕生おめでとうございます 

渡部真人さん　美紀子さん（下関） 

　純　ちゃん（男）　下　関 
　　　　　　松田晃太・史絵さん 

凛　空ちゃん（男）　下土沢 
　　　　　　富樫直希・渚さん 

　 じゅん 

　り　　　く 

�ワールドカップ、盛り上がりましたね。
日本の活躍すごかったです。泣きそうに
なりました。ベスト８まで行って欲しか
ったので少し残念です。 
　でも、大好きなスペインが優勝したの
でちょっとテンション上がりました。 
　ワールドカップが終わってしまったの
はとても残念ですが、また４年後が楽し
みです。頑張れ、日本！　　　　（あ） 

　田　村　　健　史　さん　平内新 
（中　澤）　衣　織　さん（新潟市北区） 

　清　水　　�　磨　さん　下　関 
（渡　部）　智恵子　さん（新潟市西区） 

　阿　部　　勝　美　さん　金　丸 
（小　林）　静　江　さん（新潟市東区） 

　川　鍋　　幸　弘　さん（鮖　谷） 
（　近　）　かやの　さん　幾　地 


